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断片的な動作ログから関係性の高いプログラムを抽出

特徴

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

結果と課題

毎年の改造工事に関して，他の工事形態と比
較して出荷時の残存欠陥数が多い傾向がある．
長年の保守により，ソースコードと設計ドキュメ
ントの乖離が発生し，改造に伴う影響範囲の抽
出を属人的な作業で実施することから，影響範
囲を漏れなく特定することの難易度が高くなっ
ている．

ソフトウェアを可視化する方法として，実際の大
規模な広域分散型システムの各端末から断片
的な動作情報（ログ）を収集し，プログラム間の
関係性を推定する手法を検討した．また，併せ
て解析結果を長期保守の過程で設計ドキュメン
トから欠落した情報の抽出に利用した．

動作ログ収集・解析システムの構築

簡易的なログしかもたないレガシーシステムや、
処理負荷の制限が厳しいシステムにおいても、
プログラムの全体像を推定するためのフレーム
ワークとして適用できる可能性がある。

・アソシエーション分析を利用し，断片的なログ
から関連の高いプログラムの検出を実現．
・動作ログから，設計ドキュメントとソースコード
の乖離を補完する情報を取得することが可能．
・検出精度の向上のため，継続的に解析手法
の改善を図る．また、解析手法，および解析
対象とする動作情報は適用ドメインに応じた
カスタマイズが必要．
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ログ出力有効期間でグループ化 

ログ出力結果 

動作ログをアソシエーショ
ン分析

得られたアソシエーション
ルールから関係性を推定

設計ドキュメントに無い情報の抽出

ログの解析単位を調整し、検索
精度の最適化を図る

確信度で関係性を推定

性能
改善


